
１．はじめに

本工事は北海道横断自動車道（本別ＩＣ～釧路

間）中川郡本別町での道路改良工事であり、貴老

路大橋のＡ－２橋台の施工および盛こぼし橋台盛

土の施工である。盛土箇所は急峻な沢地形で最大

盛土高さは、ｈ＝３３ｍの大規模盛土である。

工事施工に際し、盛土直下部の地盤状況、地形

形状、湧水の詳細な状況を把握することや、盛土

材料の特性を検討し選定することなどが、重要視

された。盛土部の沢底部には崩落した堆積土があ

り、既存の砂防ダムにより滞水、軟弱化している

ため液状化する可能性がある。沢中心部には常時

湧水があり、降雨時は地山法面からの湧水が発生

する地形である。

写真―１ 着工前

工事概要

�１ 工 事 名：北海道横断自動車道 本別町

貴老路道路改良工事

�２ 発 注 者：北海道開発局 帯広開発建設部

�３ 工事場所：中川郡本別町

�４ 工 期：平成１９年６月２１日～

平成２０年２月２２日

�５ 工事内容：工事延長 Ｌ＝１５５ｍ

土 工・掘削（軟弱土）V＝４，９００m３

・置換盛土V＝２，３３０m３

・路体盛土（購入土）V＝２７，３２０m３

・路体盛土（流用土）V＝１３，９００m３

・盛土補強工１式

排水工・地下排水工１式

・竪坑２箇所

橋台工・場所打杭工（φ１，５００L＝２８．０m）N＝６

・橋台躯体工 N＝１基

２．工法における特徴・問題点

課題１

地形形状を詳細に調査し、設計との確認を行う

ため起工測量を行うが、急峻な沢地形となってお

り、測量作業は命綱を用いた危険な作業となり、

かつ多大な時間を要すると思われる。また、盛土

直下の沢部地山には湧水、降雨を排水処理するた

めに地下排水工（暗渠排水）が設計されており、

２９

沢地形部の盛こぼし橋台・盛土の耐震化
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暗渠排水を有効に機能させるには、地山の詳細な

地形状況の把握が必要である。

課題２

沢底部は崩落した堆積土がｈ＝５ｍ程あり、既

存の砂防ダムにより、常時湧水が滞水し高含水比

の地質となっている。

地震時はこの堆積土が液状化し盛土体を破壊さ

せる恐れがある。また、沢底部は盛土直下部とな

るため、常時湧水、降雨を滞水させない構造とし

なければならない。しかも用地境界の関係で土留

工も必要である。

課題３

厚さ２０ｍ以上の盛土体にＬ＝２８ｍの場所打杭を

施工するため、盛土は橋台工の影響を考慮し盛土

材料の特性を検討して、すべり安定性構造計算に

より設計されている。

盛土材料の土質特性は、単位体積重量、内部摩

擦角に規格値を設定しており、購入土の選定には、

その規格に合う材料を探さなければならない。ま

た、盛土施工は耐震性に優れた盛土体を形成する

よう、密度管理を強化する必要がある。

３．対応策・工夫・改良点

課題１の対策・工夫

本工事では３Ｄレーザースキャニングによる起

工測量を行い、現場の地盤形状を立体化し、縦横

断図の作成及び排水構造物工（側溝工、地下排水

工）の計画を行った。

３Ｄレーザースキャニングを使用することによ

る効果は、次のとおりである。

� 作業は平坦部で行うため安全である。

� 作業時間が大幅に短縮できる。

� 地形を三次元化できるので図面の作成が容易

で、設計変更に素早く対応できる。

写真―２ ３Dレーザースキャニング測定

図―１ 断面図
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写真―３ スキャニングデータ

写真―３はレーザーにて現況の地形を測定した

データである。１秒間に約１，８００点の測定を行い、

その１点１点に座標値がついている。その点に色

をつけると写真のように見える。これは測定直後

のデータであり立木や草等もすべて、スキャニン

グされている。

次にスキャニングデータの解析を行う。

写真―４ 解析データ

写真―４は解析データであり立木、草等を除去

し、地形形状を面にしている。その上に完成形を

レイアウトしたものである。

この３Ｄレーザースキャニングによる起工測量

は、急傾斜法面を測量手元を使いながら行なう従

来の測量に比べ、コスト的に多少高い程度である。

しかし、測量作業が安全にでき、工期短縮にもな

り、設計変更も容易にできて有効的であった。し

かも一度データ入力するだけで全ての断面が正確

に網羅される。

課題２の対策・工夫

沢底部の崩落による高含水比の堆積土は、置換

工により除去した。また、常時湧水は既存の砂防

ダムを取り壊す事により盛土直下部の滞水をなく

した。

有害な堆積土を除去後、常時湧水の水位までを

透水性の高い単粒砕石にて置換えし、沢部中心に

は地下排水工（暗渠排水）の集水管を設置した。

図―２ 沢底部断面図

地山法面には降雨時湧水を処理出来るように法

面暗渠排水を地山形状に合わせ、配置し、盛土内

部には竪坑（図―１参照）を設置した。これによ

り地震時は液状化しない、安定した盛土の施工が

可能となった。施工途中での降雨時には暗渠排水

の効果も確認され、良好な施工ができました。

課題３の対策・工夫

盛土材料は単位体積重量、内部摩擦角に規格値

が設定されていた。購入土の選定は、設計時の予

定土砂採取場所を選定したが、常に土砂が採取さ

れており本工事施工時には土質が多少変化してい

た。３者協議により再度、試験値に基づき構造計

算を行い材料選定した。

あとは施工時に密度管理を強化し、品質の高い

盛土体を施工出来るかである。

本工事の路体盛土は現場密度８５％以上の規格値

であったが現場の品質規格値を９０％以上に目標設

定した。

その結果、施工時に沈下板を設置し測定したが、

沈下量は３ヶ月半の盛土期間で５cm以内と少な

く、現場密度も平均９４．５％の高品質の盛土体を形

成する事が出来た。
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４．おわりに

今回の沢地形部の盛こぼし橋台盛土を施工して

みて、難しさを実感した。前述の課題の他に、急

勾配の登坂路による材料の搬入や狭いスペースで

の施工と安全の確保等など現場管理が非常に難し

い工事でした。

最も危惧したのは橋台工の施工までに盛土の沈

下が落ち着くか心配でしたが、何事も無く完了し、

測定データも良好でした。

技術者として今後の工事施工管理に活かしてい

きたいと思います。

写真―５ 完成
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